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とりだすと,大学院生であった私 も写 っている。また,冬 にはクリスマス ・パーティを
お開きになっておられた。
しかし,先生にとって穏やかで優雅な楽 しみの春の期間と,努力の稔 りを双穫 し楽 し




艦に救われたときは,重傷をおっておられたが,佐 世保 と京都 日赤病院での治療により
奇跡的に社会復帰を果たされた。
学究生活に戻られた後は,バ ーナー ドを 「飯野君,..緒に訳さないか?」 と同門の士
に提案され,翻 訳を完成された。その稔 りを楽 しむはずであったところが,し かし,同
書の翻訳の改定の話が持ち ヒがり,当初は先生 もそれに参加されていたが,途 中でその
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作業を先生の側がいわば 「破門(消 極的拒絶)」をなさった。その結果,バ ーナー ド研
究の陣営から離れることになり,改訳版では翻訳者の名前から先生のお名前が消去され
ることになったが,当 時駆げ出しの大学院生の私や助手に就任 したばか りの浅沼萬里氏
の意.見は採用されなかった、,先生は,転戦されて 「管理過程理論の新展開」に向かわれ
た。ここでは,管理過程である計画,組織,統 制のサイクルのそれぞれに,さ らに,計











改めて振り返れば,先 生の研究者としての業績は,バ ーナー ドの日本への紹介 ・普及

















グ ラ 貞 に似 て い る と評 判")ハンサ ム な京 都 大 学 か らの 非 常 勤 講 師 の 降 旗先 生 に憧 れ る 女
子 大 生 を含 む学 生 に経 営学 を講 じ,講 義 の 合 間 に は宍 道 湖 で 釣 りを 楽 しま れ た し,野 球
はい つ も二 番 で セ カ ン ド,そ れ に..スキ ー ・登 山,お 茶 会,お 月 見 に ク リス マ ス ・パ ー
テ ィ,信 州 青 木 湖 畔,中 綱 湖 畔 で の 合宿 に キ ャ ンプ 」フ ァイヤ ー ・… ・。 先 生 が 寛 が れ.
に こや か に し てお られ る多彩 な 場.面を想 起 す る とき,先 生 の81回の 春 夏 秋 冬 は,陶 淵 明
の 「四時 」 の よ うで あ り,や は り充 実 した もので あ った と思 う。 先 生 の ご冥 福 を お 祈 り
した い 。
春水四沢に満つ 夏雲奇峰多し
秋月明輝を掲げ 冬嶺孤松秀ず(陶 淵明 「四時」)
